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１
１
年
特
別
号
・
１
０

職場新聞「あすなろ」はＯＫＩの職場新聞として１９８６年に発刊しました。「会」は「安心して人間らしく働ける職場」を願って創られました。

社
員
教
育
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
や
残
業
の
指
示
も

行
っ
て
い
ま
し
た
。

労
使
と
も
５
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ

た
団
体
交
渉(

団
交)

は
、
冒
頭
に
ユ
ニ

オ
ン
（
組
合
）
が
、
団
交
の
場
の
開
催

に
謝
意
を
述
べ
、
早
期
の
円
満
解
決
を

要
望
し
ま
し
た
。

次
に
Ｔ
さ
ん
の
業
務
内
容
が
就
業
条

件
明
示
書
（
派
遣
契
約
）
に
違
反
し
て

い
た
実
態
を
自
身
が
用
意
し
た
資
料
で

丁
寧
に
説
明
し
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

内
容
は
、
①
業
務
内
容
は
、
中
国
の

子
会
社
の
社
員
教
育
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
時
に
は
残
業
の
指

示
を
任
さ
れ
る
な
ど
、
専
門
２
６
業
務

で
は
な
く
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
正
社
員
と

同
様
の
扱
い
で
、
重
い
責
任
を
持
た
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
正
社
員

化
を
期
待
さ
せ
る
よ
う
な
話
も
あ
っ
た

の
で
、
試
練
だ
と
思
い
が
ん
ば
っ
て
働

い
て
き
た
。

②
契
約
上
の
指
揮
命
令
者
と
実
態
と

の
違
い
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
組
織
図
を

示
し
て
説
明
し
た
。

他
に
、
組
合
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
（
会

社
）
の
労
務
構
成
、
人
員
削
減
策
な
ど

の
説
明
を
求
め
た
。

労
働
局
の

指
導
待
ち
で
は
な
く
円
満

解
決
で
安
定
雇
用
を

会
社
は
《
Ｔ
さ
ん
が
、
群
馬
労
働
局

に
違
法
派
遣
を
申
告
し
て
「
正
社
員
と

し
て
の
契
約
」
を
求
め
て
い
る
の
で
》

労
働
局
の
指
導
を
待
っ
て
判
断
す
る
。

業
務
内
容
や
指
揮
命
令
等
な
ど
労
組
が

指
摘
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
、
調
査
検

討
し
て
次
回
に
回
答
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
会
社
に
は
、
勇
気
を
出
し
て
違

法
派
遣
を
訴
え
て
い
る
Ｔ
さ
ん
の
「
安

定
雇
用
」
要
求
に
応
じ
て
、
社
会
的
責

任
を
果
た
し
て
貰
い
た
い
も
の
で
す
。

沖電気の職場を明るくする会
正社員と同じように働いていたので
皆は私を正社員だと思っていました。

企業理念「関係法令の遵守、社会的良識をもって健全な企業活動をする」の遵守を

【
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン(

労
組)

】

電
機
・
情
報
産
業
で
は
た
ら
く
労
働
者
な
ら

一
人
で
も
入
れ
る
全
国
組
織
の
労
働
組
合
。
管

理
職
、
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
な
ど
未
組
織
労

働
者
の
切
実
な
要
求
の
実
現
を
目
指
し
て
、
企

業
の
枠
を
超
え
て
２
０
１
１
年
９
月
１
９
日
に

結
成
さ
れ
た
。

東
京
都
港
区
三
田
３
ー
２
ー
２
０

℡
０
３
（
３
４
４
５
）
６
０
０
６

【
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
】
Ｏ
Ｄ
Ｃ

沖
電
気
（
資
本
金
４
４
０
億
円
・
１
万
６
６

９
７
人
）
の
主
力
製
品
の
一
つ
プ
リ
ン
タ
事
業

会
社
。
資
本
金
１
９
０
億
円
（
沖
１
０
０
％
）
。

従
業
員
数
約
６
千
人
の
う
ち
国
外
が
約
８
割

（
約
２
０
社
）
を
占
め
る
。
単
独
で
は
約
８
０

０
人
。
売
上
高
１
２
５
０
億
円
で
沖
電
気
グ
ル
ー

プ
の
３
割
を
占
め
る
。<

２
０
１
１
年

３
月>

▼

ユ
ニ
オ
ン
と
の
第
一
回
交
渉

報
告

▼

Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
の
違
法
派
遣
問
題

直
接
雇
用
契
約
で
早
期
解
決
を

８
年
５
ヶ
月
間
も
違
法
派
遣
就
労
し
て
い

た
派
遣
社
員
Ｔ
さ
ん
の
契
約
解
除
（
９
月
１

０
日
）
問
題
は
、
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
に

加
入
し
て
、
憲
法
で
認
め
ら
れ
た
労
使
間
の

団
体
交
渉
で
解
決
を
図
る
こ
と
に
な
り
、
第

一
回
交
渉
が
１
０
月
２
６
日
に
開
催
さ
れ
た
。



労使は派遣など非正規を含む従業員の雇用・生活・健康を守るのが社会的責任です 。

ＯＫＩで見た。労働者派遣法の脱法（違法）行為

日
本
の
労
働
者
派
遣
法
に
基

づ
く
派
遣
労
働
は
本
当
に
ひ
ど

い
働
か
せ
方
で
、

①
雇
用
が
不
安
定

②
正
社
員
と
の
差
別
待
遇

③
労
働
条
件
の
劣
悪
さ

④
団
結
困
難
に
よ
る
孤
立

と
い
う
特
徴
を
持
つ
。

１
９
８
５
年
に
労
働
者
派
遣

法
が
で
き
て
、
労
働
法
、
労
働

組
合
そ
し
て
雇
用
社
会
が
根
底

か
ら
崩
れ
て
き
た
。
こ
ん
な
に

も
短
期
間
で
派
遣
労
働
者
が
増

え
た
の
は
日
本
だ
け
だ
。
正
規

社
員
が
当
た
り
前
の
シ
ス
テ
ム

が
崩
壊
し
て
い
る
。

待
遇
格
差
を
禁
止
せ
よ

日
本
の
派
遣
労
働
は
世
界
か

ら
見
る
と
、
非
常
に
お
か
し
い
。

外
国
で
は
、
派
遣
社
員
の
労
働

条
件
は
派
遣
先
の
労
働
者
と
同

じ
か
、
不
安
定
の
ゆ
え
に
そ
れ

以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

プ
ロ
野
球
の
外
国
人
選
手
は
賃

金
が
高
い
が
、
不
安
定
な
雇
用

だ
か
ら
だ
。
日
本
の
場
合
、
正

社
員
が
辞
め
た
ら
、
そ
の
賃
金

で
派
遣
社
員
が
２
〜
３
人
雇
え

る
と
い
わ
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
（
欧
州

連
合
）
諸
国
で
は
元
々
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
が
確
立
し
て
い

る
。
そ
の
上
に
た
っ
て
、
派
遣

労
働
者
も
同
じ
か
そ
れ
以
上
の

待
遇
を
保
障
し
て
い
る
。

続

製
造
業
の
労
働
者
派
遣
が
解
禁
さ
れ
た
の
は
、
０
４
年
３
月
。
そ
れ
以
前
か
ら

沖
電
気
の
職
場
に
は
、
「
請
負
」
と
偽
り
多
く
の
派
遣
社
員
が
働
い
て
い
ま
し
た
。

左
は
←
０
９
年
４
月
に
「
あ
す
な
ろ
」
特
別
号
で
告
発
し
た
記
事
で
す
。

正
規
社
員
の
代
替

違
法
派
遣
が
常
態
化

沖
電
気
本
庄
地
区
で
は
、
人

件
費
削
減
施
策
で
従
業
員
数
が
、

９
１
年
か
ら
９
６
年
の
間
に
約

６
５
０
人
減
り
、
１
２
９
５
人

に
な
り
ま
し
た
。
代
替
要
員
と

し
て
、
当
時
禁
止
さ
れ
て
い
た

製
造
業
派
遣
の
網
を
潜
り
抜
け

る
た
め
に
多
く
の
「
請
負
業
」

に
名
を
借
り
た
企
業
か
ら
の
社

員
が
急
増
し
ま
し
た
。

当
時
「
テ
ス
コ
」
社
か
ら
の

派
遣
社
員
の
待
遇
は
、
時
給
１

４
０
０
円
、
皆
勤
手
当
て
一
日

千
円
、
な
ど
で
し
た
。
現
在
の

沖
電
気
本
庄
の
製
造
現
場
の
相

場
は
１
１
０
０
円
程
度
。
深
刻

な
労
働
条
件
の
低
下
で
す
。

派
遣
法
は
生
存
権
（
憲
法
２
５
条
）
も
奪
う
悪
法

←業務請負業


